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(57)【要約】
【課題】接続された外部機器を容易に確認できる内視鏡
装置を得る。
【解決手段】内視鏡プロセッサ３００は、内視鏡装置１
００の動作を制御するメインＣＰＵ３０２と、撮像した
画像を一時的に記憶する補助記憶装置３０３と、画像の
入出力を制御する入出力ＣＰＵ３０４と、画像を処理す
る信号処理部３０５とを主に備える。外部装置ＩＦ３０
６のそれぞれに外部装置３２０が接続可能である。入出
力ＣＰＵ３０４は、外部装置ＩＦ３０６を介して外部装
置３２０と画像を入出力する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を取得して外部に出力する内視鏡プロセッサと、
　前記内視鏡プロセッサに接続され、前記内視鏡プロセッサから画像を取得する外部装置
と、
　前記外部装置が前記内視鏡プロセッサに接続されたとき、前記内視鏡プロセッサと前記
外部装置との接続状態を表示する表示装置とを備える内視鏡装置。
【請求項２】
　前記内視鏡プロセッサは複数の外部装置と接続可能であって、
　前記内視鏡装置は、画像を出力する外部装置を選択する選択部をさらに備える請求項１
に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記内視鏡プロセッサと前記外部装置との接続状態をユーザに知らせる警告部と、画像
の取得を前記内視鏡プロセッサに指示する指示部とをさらに備え、
　前記警告部は、前記選択部により選択された外部装置が前記内視鏡プロセッサに接続さ
れていないときに前記指示部が内視鏡プロセッサに画像の取得を指示したとき、警告を発
する請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　画像の取得を前記内視鏡プロセッサに指示する指示部をさらに備え、
　前記表示装置は、前記選択部により選択された外部装置が前記内視鏡プロセッサに接続
されていないときに前記指示部が内視鏡プロセッサに画像の取得を指示したとき、前記内
視鏡プロセッサと前記外部装置との接続状態を表示する請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記表示装置は、前記選択部により選択された外部装置が前記内視鏡プロセッサに接続
されていないときに前記指示部が内視鏡プロセッサに画像の取得を指示したときから所定
時間経過後に、表示した接続状態を消去して、接続状態を表示する直前に表示していた画
面を表示する請求項４に記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記外部装置は、画像を記憶する記憶媒体である請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項７】
　前記外部装置は、画像を印刷するプリンタである請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項８】
　画像を取得して外部に出力する内視鏡プロセッサと、
　画像の取得を前記内視鏡プロセッサに指示する指示部と、
　前記内視鏡プロセッサに接続され、前記内視鏡プロセッサから画像を取得する複数の外
部装置と、
　前記内視鏡プロセッサが画像を出力する外部装置を複数の前記外部装置から選択する選
択部と、
　前記選択部により選択された外部装置が前記内視鏡プロセッサに接続されていないとき
に前記指示部が内視鏡プロセッサに画像の取得を指示したとき、前記内視鏡プロセッサと
前記外部装置との接続状態を表示する表示装置とを備える内視鏡装置。
【請求項９】
　前記内視鏡プロセッサと前記外部装置との接続状態をユーザに知らせる警告部をさらに
備え、
　前記警告部は、前記選択部により選択された外部装置が前記内視鏡プロセッサに接続さ
れていないときに前記指示部が内視鏡プロセッサに画像の取得を指示したとき、警告を発
する請求項８に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、画像を受信するために設けられる外部装置との接続状態を表示可能な内視鏡
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡装置は、被験者の体内に挿入される内視鏡スコープと被験者の体外に設けられて
画像処理を行う内視鏡プロセッサとを備える。内視鏡スコープは、観察対象物を撮像して
得られた画像を内視鏡プロセッサに送信する。内視鏡プロセッサは、画像を画像処理した
後、外部装置に送信する。外部装置は、ビデオプリンタ又はイメージファイル装置であっ
て、受信した画像を印刷、あるいは記憶する（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－２０４０１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、外部装置に画像を印刷又は記憶させる場合、観察開始前に外部装置を内視鏡プ
ロセッサに接続しなければならない。接続するのを忘れた場合、画像を印刷及び記憶する
ことができないため、観察を中断して外部装置を接続する必要がある。観察は、滅菌され
た手袋等を身につけて行われるため、外部装置を接続するために手袋等を外さなければな
らず、観察開始後に外部装置を接続するのは煩雑である。
【０００５】
　本発明はこれらの問題に鑑みてなされたものであり、接続された外部機器を容易に確認
できる内視鏡装置を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本願第１の発明による内視鏡装置は、画像を取得して外部に出力する内視鏡プロセッサ
と、内視鏡プロセッサに接続され、内視鏡プロセッサから画像を取得する外部装置と、外
部装置が内視鏡プロセッサに接続されたとき、内視鏡プロセッサと外部装置との接続状態
を表示する表示装置とを備えることを特徴とする。
【０００７】
　内視鏡プロセッサは複数の外部装置と接続可能であって、内視鏡装置は、画像を出力す
る外部装置を選択する選択部をさらに備えることが好ましい。
【０００８】
　内視鏡プロセッサと外部装置との接続状態をユーザに知らせる警告部と、画像の取得を
内視鏡プロセッサに指示する指示部とをさらに備え、警告部は、選択部により選択された
外部装置が内視鏡プロセッサに接続されていないときに指示部が内視鏡プロセッサに画像
の取得を指示したとき、警告を発することが好ましい。
【０００９】
　画像の取得を内視鏡プロセッサに指示する指示部をさらに備え、表示装置は、選択部に
より選択された外部装置が内視鏡プロセッサに接続されていないときに指示部が内視鏡プ
ロセッサに画像の取得を指示したとき、内視鏡プロセッサと外部装置との接続状態を表示
することが好ましい。
【００１０】
　表示装置は、選択部により選択された外部装置が内視鏡プロセッサに接続されていない
ときに指示部が内視鏡プロセッサに画像の取得を指示したときから所定時間経過後に、表
示した接続状態を消去して、接続状態を表示する直前に表示していた画面を表示しても良
い。
【００１１】
　外部装置は、画像を記憶する記憶媒体、あるいは画像を印刷するプリンタが好適である
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。
【００１２】
　本願第２の発明による内視鏡装置は、画像を取得して外部に出力する内視鏡プロセッサ
と、画像の取得を内視鏡プロセッサに指示する指示部と、内視鏡プロセッサに接続され、
内視鏡プロセッサから画像を取得する複数の外部装置と、内視鏡プロセッサが画像を出力
する外部装置を複数の外部装置から選択する選択部と、選択部により選択された外部装置
が内視鏡プロセッサに接続されていないときに指示部が内視鏡プロセッサに画像の取得を
指示したとき、内視鏡プロセッサと外部装置との接続状態を表示する表示装置とを備える
ことを特徴とする。
【００１３】
　内視鏡プロセッサと外部装置との接続状態をユーザに知らせる警告部をさらに備え、警
告部は、選択部により選択された外部装置が内視鏡プロセッサに接続されていないときに
指示部が内視鏡プロセッサに画像の取得を指示したとき、警告を発することが好ましい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、接続された外部機器を容易に確認できる内視鏡装置を得る。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本願発明による内視鏡装置である。
【図２】内視鏡装置のブロック図である。
【図３】表示装置の画面を示した図である。
【図４】表示装置の画面を示した図である。
【図５】第１の接続状態表示処理を示したフローチャートである。
【図６】第２の接続状態表示処理を示したフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の一実施形態である内視鏡装置１００について添付図面を参照して説明す
る。
【００１７】
　まず、図１を用いて内視鏡装置１００の概略について説明する。内視鏡装置１００は、
被験者の体内に挿入される内視鏡スコープ２００と、被験者の体外に設けられて画像処理
を行う内視鏡プロセッサ３００と、内視鏡プロセッサ３００に接続される表示装置である
メインモニタ４００とを主に備える。
【００１８】
　内視鏡スコープ２００は、被験者の体内に挿入される可撓部２１０と、術者が保持する
操作部２２０と、内視鏡スコープ２００と内視鏡プロセッサ３００とを接続するコネクタ
２３０とを主に備える。可撓部２１０の遠位端は被験者の体内に挿入され、操作部２２０
は可撓性のケーブルによりコネクタ２３０と接続される。複数のボタンスイッチ２２１が
操作部２２０に設けられる。ボタンスイッチ２２１は指示部を成し、ユーザがボタンスイ
ッチ２２１を押圧すると、可撓部２１０の遠位端に設けられた撮像素子から画像が内視鏡
スコープ２００に送信される。
【００１９】
　メインモニタ４００は、撮像素子を介して得た画像を動画として表示する。また、警告
部の一部を成して、内視鏡装置１００にエラーが発生したときに警告を表示する。
【００２０】
　内視鏡プロセッサ３００の外部には、タッチパネル付きのサブモニタ３１０が設けられ
る。サブモニタ３１０は表示装置及び選択部を成し、ユーザはサブモニタ３１０に表示さ
れた情報を見てからタッチパネルを操作して、内視鏡装置１００に対して動作指示を行う
。また、キーボード３０１が内視鏡プロセッサ３００に接続され、様々なデータを内視鏡
装置１００に入力する。
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【００２１】
　次に、図２を用いて内視鏡装置１００の内部構成について説明する。
【００２２】
　内視鏡プロセッサ３００は、内視鏡装置１００の動作を制御するメインＣＰＵ３０２と
、撮像した画像を一時的に記憶する補助記憶装置３０３と、画像の入出力を制御する入出
力ＣＰＵ３０４と、画像を処理する信号処理部３０５とを主に備える。
【００２３】
　メインＣＰＵ３０２は、ボタンスイッチ２２１、入出力ＣＰＵ３０４、及び信号処理部
３０５と電気的に接続され、内視鏡装置１００における主な処理を担う。
【００２４】
　入出力ＣＰＵ３０４は、サブモニタ３１０、メインＣＰＵ３０２、信号処理部３０５、
補助記憶装置３０３、スピーカ３０７、及び複数の外部装置ＩＦ３０６と電気的に接続さ
れ、サブモニタ３１０や補助記憶装置３０３の制御を行う。
【００２５】
　信号処理部３０５は、内視鏡スコープ２００が備える図示しない撮像素子、及びメイン
モニタ４００と電気的に接続される。
【００２６】
　スピーカ３０７は、警告部の一部を成して、内視鏡装置１００にエラーが発生したとき
に警告音を発する。
【００２７】
　外部装置ＩＦ３０６のそれぞれに外部装置３２０が接続可能である。入出力ＣＰＵ３０
４は、外部装置ＩＦ３０６を介して外部装置３２０と画像を入出力する。外部装置３２０
は、例えば、外付けＵＳＢハードディスク、ＵＳＢフラッシュメモリ、コンパクトフラッ
シュカード、ＵＳＢ接続プリンタ、ＲＳ２３２Ｃ接続プリンタなどである。
【００２８】
　次に、内視鏡装置１００の動作の概略について説明する。
【００２９】
　観察前に、ユーザは画像を出力する外部装置３２０をサブモニタ３１０により選択する
。選択する処理については後述される。
【００３０】
　ユーザが可撓部２１０を人体の体内に挿入してボタンスイッチ２２１を押し下げると、
画像が信号処理部３０５に送信される。信号処理部３０５は、画像を処理してメインモニ
タ４００及びメインＣＰＵ３０２に送信する。メインモニタ４００は画像を表示する。メ
インＣＰＵ３０２は、画像を入出力ＣＰＵ３０４に送信する。入出力ＣＰＵ３０４は、画
像を補助記憶装置３０３に一時的に記憶した後、外部装置ＩＦ３０６を介して外部装置３
２０に送信する。外部装置３２０は、画像を記憶、あるいは印刷する。
【００３１】
　次に、図３を用いてサブモニタ３１０が表示する出力先設定詳細メニューについて説明
する。出力先設定詳細メニューは、内視鏡プロセッサ３００と外部装置３２０との接続状
態を示すメニューであって、ユーザがタッチパネルを操作して画像を出力する外部装置３
２０を選択することが可能である。
【００３２】
　サブモニタ３１０は、プロセッサアイコン３１１、接続線３１２、外部装置アイコン３
１３、選択チェックボックス３１４、戻るアイコン３１５、及びトップアイコン３１６を
用いて内視鏡プロセッサ３００と外部装置３２０との接続状態を表示する。
【００３３】
　戻るアイコン３１５をユーザが触れると、サブモニタ３１０は、直前に表示していた画
面を表示する。また、トップアイコン３１６をユーザが触れると、サブモニタ３１０は、
画面表示において最も上位のメイン画面を表示する。
【００３４】
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　外部装置アイコン３１３の中には、対応する外部装置３２０の名称が表示される。接続
線３１２及び外部装置アイコン３１３は、内視鏡プロセッサ３００と外部装置３２０との
接続状態を示す。外部装置３２０が内視鏡プロセッサ３００と接続されているとき、外部
装置アイコン３１３は黒色で明確に表示され、接続されている外部装置アイコン３１３と
内視鏡プロセッサ３００との間に接続線３１２が表示される。接続されていない外部装置
３２０に対応する外部装置アイコン３１３は灰色で表示され、接続されていない外部装置
アイコン３１３と内視鏡プロセッサ３００との間に接続線３１２が表示されない。
【００３５】
　選択チェックボックス３１４は、画像の出力先として選択されている外部装置３２０を
示す。選択されている外部装置３２０の右側に表示される選択チェックボックス３１４の
中には黒丸が表示される。外部装置３２０が出力先として選択されていながら接続されて
いない場合、対応する外部装置アイコン３１３は灰色で表示され、外部装置アイコン３１
３の枠が他の外部装置アイコン３１３よりも太い赤色の枠で表示される。
【００３６】
　次に、図４を用いて新たに外部装置３２０が接続されたときの出力先設定詳細メニュー
について説明する。
【００３７】
　新たに接続された外部装置３２０に対応する外部装置アイコン３１３の中には、新たに
接続された外部装置３２０の名称が表示され、その外部装置アイコン３１３とプロセッサ
アイコン３１１とを接続線３１２がつなぐ。そして、その外部装置アイコン３１３は黒色
で明確に表示される。さらに、その外部装置アイコン３１３の枠は、他の外部装置アイコ
ン３１３よりも太い青色の枠で表示される。
【００３８】
　次に、図５を用いて第１の接続状態表示処理を説明する。第１の接続状態表示処理は、
入出力ＣＰＵ３０４において所定の間隔で反復して実行される。
【００３９】
　始めのステップＳ５１で、入出力ＣＰＵ３０４が新たに外部装置３２０を検出したか否
かを判断する。検出した場合、処理はステップＳ５２に進み、検出しない場合、処理は終
了する。
【００４０】
　ステップＳ５２では、サブモニタ３１０に出力先設定詳細メニューを表示する。ステッ
プＳ５３では、所定の期間にユーザがタッチパネルを操作したか否かを判断する。操作し
た場合、処理はステップＳ５４に進み、操作しない場合、処理はステップＳ５３を繰り返
す。
【００４１】
　ステップＳ５４では、画像を出力する外部機器をユーザの操作に応じて変更した後、出
力先設定詳細メニューを消去してメイン画面が表示される。そして処理が終了する。
【００４２】
　新たに外部装置３２０が接続されたときに第１の接続状態表示処理を実行することによ
って、ユーザが迅速かつ容易に外部装置３２０を選択することができる。
【００４３】
　次に、図６を用いて第２の接続状態表示処理を説明する。第２の接続状態表示処理は、
ユーザがボタンスイッチ２２１を押し下げたときに実行される。
【００４４】
　始めのステップＳ６１では、メインモニタ４００に表示されている画像を停止する。
【００４５】
　ステップＳ６２では、画像の出力先として選択されている外部装置３２０が正しく検出
されているか否かを判断する。正しく検出されている場合、処理はステップＳ６３に進み
、メインモニタ４００に表示されている画像を静止画像としてキャプチャする。そして、
次のステップＳ６４において、撮像素子から送られてきている画像を動画としてメインモ
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ニタ４００に表示する。
【００４６】
　ステップＳ６２において外部装置３２０が正しく検出されていない場合、処理はステッ
プＳ６５に進む。
【００４７】
　ステップＳ６５では、スピーカ３０７にエラー音を発生させ、かつメインモニタ４００
に「出力先未検出」と表示する。これにより、外部装置３２０が正しく検出されていない
ことにユーザが容易に気づくことができる。
【００４８】
　ステップＳ６６では、サブモニタ３１０に出力先設定詳細メニューを表示する。ステッ
プＳ６７では、所定の期間にユーザがタッチパネルを操作したか否かを判断する。操作し
た場合、処理はステップＳ６８に進み、操作しない場合、処理はステップＳ６７を繰り返
す。
【００４９】
　ステップＳ６８では、画像を出力する外部機器をユーザの操作に応じて変更した後、出
力先設定詳細メニューを消去してメイン画面が表示される。そして処理が終了する。
【００５０】
　接続されていない外部装置３２０に画像を送信しようとしたときに第２の接続状態表示
処理を実行することによって、外部装置３２０が接続されていないことにユーザが迅速か
つ容易に気づいて、さらに画像を出力可能な外部装置３２０を迅速かつ容易に選択するこ
とができる。
【００５１】
　本実施形態によれば、画像を送信しようとした外部装置３２０にエラーがあっても、外
部装置３２０のエラーにユーザが迅速かつ容易に気づいて、画像を出力可能な外部装置３
２０を迅速かつ容易に選択することができる。
【００５２】
　なお、接続されていない外部装置アイコン３１３の枠は赤色に限定されない。また、新
たに接続された外部装置アイコン３１３の枠は青色に限定されない。このとき、接続され
ていない外部装置アイコン３１３の枠の色と、新たに接続された外部装置アイコン３１３
の枠の色が異なることが好ましい。
【符号の説明】
【００５３】
　１００　内視鏡装置
　２００　内視鏡スコープ
　２１０　可撓部
　２２０　操作部
　２２１　ボタンスイッチ
　２３０　コネクタ
　３００　内視鏡プロセッサ
　３０１　キーボード
　３０２　メインＣＰＵ
　３０３　補助記憶装置
　３０４　入出力ＣＰＵ
　３０５　信号処理部
　３０６　外部装置ＩＦ
　３０７　スピーカ
　３１０　サブモニタ
　３１１　プロセッサアイコン
　３１２　接続線
　３１３　外部装置アイコン
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　３１４　選択チェックボックス
　３１５　戻るアイコン
　３１６　トップアイコン
　３２０　外部装置
　４００　メインモニタ

【図１】 【図２】
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